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役
場
の
組
織
機
構
の
見
直
し

行
政
組
織
の
見
直
し

　
町
民
税
務
課
の
新
設

税
務
課
と
町
民
課
住
基
部
門
を
統
合

し
、
町
税
や
住
民
異
動
届
け
等
を
１
か
所

で
案
内
・
受
付
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し

た
。

　
福
祉
課
に
保
健
師
の
配
置

本
庁
舎
に
保
健
師
を
配
置
し
、
出
産
や
健

診
な
ど
に
伴
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
保
険
健
康
課
の
新
設

町
民
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
町
民
課

所
管
の
国
保
・
年
金
と
福
祉
課
所
管
の
後

期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
・
介
護
保
険
、

健
康
づ
く
り
課
所
管
の
健
康
づ
く
り
事
業

の
一
元
化
並
び
に
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

な
お
、
保
険
健
康
課
の
窓
口
は
、
役
場
庁

舎
及
び
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
に

設
置
し
ま
し
た
。

　
環
境
農
林
課
の
新
設

本
町
の
特
色
で
あ
る
豊
か
な
森
林
を
活

か
し
た
取
り
組
み
と
環
境
施
策
の
一
体
化

を
図
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
保
険
・
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
連
携
、
農
業
・
林

業
・
環
境
の
一
体
化
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
４
月
１
日
か
ら

役
場
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
下
水
道
課
の
新
設

課
名
か
ら
業
務
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
上
下
水
道
課
に
改
称
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
の
新
設
に
伴
い
、税
務
課
、

町
民
課
、
健
康
づ
く
り
課
、
生
活
環
境
課
、

産
業
観
光
課
は
廃
止
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
み

　
１
階
町
民
ホ
ー
ル
の
活
用

庁
舎
１
階
町
民
ホ
ー
ル
を
活
用
し
、

様
々
な
行
政
手
続
き
や
相
談
な
ど
に
つ
い

て
、
来
庁
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

総
合
案
内
と
連
携
し
て
来
庁
者
の
相
談
や

各
課
の
案
内
情
報
等
を
提
供
で
き
る
場
を

整
え
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
も
設
置

し
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
使
い
や
す
い
空
間
を
目
指

し
て
見
直
し
は
常
に
行
い
ま
す
の
で
、
気

が
付
い
た
点
が
あ
っ
た
ら
、
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　
支
所
機
能
の
強
化

災
害
時
に
清
水
、
三
保
支
所
は
非
常
に

重
要
な
拠
点
で
あ
る
た
め
、
臨
時
職
員
の
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エントランスホール

窓　　口

定住対策室

上下水道課 商工観光課 環境農林課

保険健康課 福祉課

窓

口
会計課

窓　　口

窓　　口

多目的室

都市整備課

学校教育課 生涯学習課

←
→

副町長室

和室

窓　　口

３階

４階　議会事務局・議場

政策秘書課 企画財政課 総務防災課

２階

階
段

←階
段

裏口

１階

窓　　口

町民税務課町民ホール

正面玄関

連
絡
通
路

教育長室

階
段

←
→

町長室
防災対策室

→

　
商
工
観
光
課
の
新
設

魅
力
あ
る
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

や
、
商
工
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

町民税務課 75-3641 環境農林課 75-3654 企画財政課 75-3652

保険健康課 75-3642 都市整備課 75-3647 政策秘書課 75-3651

福　祉　課 75-3644 定住対策室 75-3650 議会事務局 75-3653

会　計　課 75-3640 学校教育課 75-3648 清 水 支 所 77-2404

上下水道課 75-3645 生涯学習課 75-3649 三 保 支 所 78-3006

商工観光課 75-3646 総務防災課 75-3643

年
間
を
通
じ
た
雇
用
な
ど
の
職
員
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

役場庁舎案内図

※各課の担当業務は、広報5月号でお知らせします。
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平成２４年度　当 初 予 算
― 総額８３億４千万円 ―

第4次総合計画後期基本計画の4年目として
　「元気な山北のまちづくり」を積極的に推進していきます

平成24年度の当初予算が3月19日町議会で可決されました。
予算総額は83億4,261万円で前年度と比べて1.9%の増となりました。
このうち、町の行政運営の基本的な経費である一般会計は49億0,000万円、10の特別会計は、合計で31億

7,295万円、水道事業会計は2億6,966万円となりました。
平成24年度の予算編成は、引き続き規律ある財政運営を基本とし、第4次総合計画後期基本計画の着実な実

行と「元気な山北」の実現に不可欠な取組みを推進するとともに、これまで以上に「選択と集中」を進め、全
ての事務事業や実施体制について見直しや町民視点にたった施策展開を図り、限られた財源を効率的・効果的
に活用した編成としました。

平成２４年度の予算規模と前年度の比較
（単位：万円）

会　計　名 平成２４年度 平成２３年度 増減額 増減率

一 般 会 計 49億0,000 49億5,965 5,965減 1.2%減

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 13億9,785 12億4,163 1億5,622増 12.6%増

後 期 高 齢 者 医 療 1億5,716 1億5,261 455増 3.0%増

災 害 給 付 見 舞 事 業 900 900 0

下 水 道 事 業 4億9,563 4億6,769 2,794増 6.0%増

町設置型浄化槽事業 1億6,924 1億6,841 83増 0.5%増

山 北 財 産 区 738 1,187 449減 37.8%減

共 和 財 産 区 8,967 3,985 4,982増 125.0%増

三 保 財 産 区 1,047 1,056 9減 0.8%減

介 護 保 険 事 業 8億2,455 8億0,985 1,470増 1.8%増

商 品 券 1,200 1,400 200減 14.3%減

　　特 別 会 計　計 31億7,295 29億2,547 2億4,748増 8.5%増

水道事業会計 2億6,966 3億0,370 3,404減 11.2%減

総   　　　額 83億4,261 81億8,882 1億5,379増 1.9%増
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「元気な山北のまちづくりの推進」

１ 定住人口を増やすためのまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　
○山北駅北側元気づくりプラン推進事業

山北駅北側に定住促進住宅・商業施設整備のための用地取得と、ＰＦＩ手法を活用した事業
者募集、選定等を実施し、具体的な事業に着手。

○定住総合対策事業
子育て世代の転入の促進を図るため、住まいづくり応援事業助成金（住宅利子補助金、空家
活用助成金、新築祝金）の支給。

２ 福祉の充実したまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○福祉タクシー運行事業

清水・三保地区の高齢者等を支援するために、10月頃を目途に福祉タクシーの試行運行を実
施。

○高齢者見守り支援事業
認知症高齢者等を介護する家族の安心・介護負担を軽減するために、ＧＰＳ機器（5台）を機
器の利用料を負担してもらい貸与。

○保険・福祉・健康づくりの連携
町民生活に密接に関係する国民健康保険事業、国民年金、後期高齢者（長寿）医療、介護保
険事業、健康づくり事業の一元化と連携の強化。

３ 子育て支援の充実したまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　
○小児医療費助成事業の継続

中学校修了時までの医療費を助成。

○子育て支援センターの運営
他市町の保護者からも高い評価をいただいている「子
育て支援センター」を拠点として、地域における子
育てを支援。

○学校での学童保育の開設準備
川村小学校の余裕教室を利用した町が実施する学童
保育の開設準備。

（平成25年度開設予定。対象は、昼間保護者が家庭
にいない小学生（1年生～ 3年生））。

子育て支援センター
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４ 健康づくりのまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○森林ふれあい健康セラピー運営事業

本年度グランドオープン予定の河村城址セラピーコースを活用し、体験ツアーなどの実施に
より森林の癒し効果による健康づくりを推進するとともに、「山北町の森林セラピー」を広く
全国に情報発信。

○予防接種事業
「子宮頸がん」、「Ｈｉｂ」、「肺炎球菌」の3ワクチンの予防接種を公費負担で実施。

５ 教育環境の充実したまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　
○学校統合事業

中学校統合に向けた準備・検討を進めるとともにスクールバスの運行実施。

○学校間交流事業
学校教育の充実を図るため、小学校間と中学校間の交流を実施し、他の学校の児童生徒との
交流と連携を促進。

６ 安全安心なまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○消防施設整備事業

消防ポンプ自動車購入、峰地区消火栓配水管布設替工事など、消防力の強化。

○放射能測定業務
東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の放射能事故による環境への影響を調査するため、
放射能測定を実施。

７ 災害に強いまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○地域防災計画策定事業

東日本大震災や大雨による土砂災害を踏まえた上で、「町地域防災計画」を、実際の災害に対
応可能な計画に見直し、次年度以降にダイジェスト版等を各家庭に配布予定。

（見直しの結果については、町広報やＨＰでお知らせします。）

○自主防災対策事業
「自主防災対策助成金」により自主防災組織が防災資
機材を積極的に整備できるよう上限90万円、90％の
助成を実施し、地域ぐるみの防災対策の充実を図る。

○道路・水路の整備
災害に強いまちづくりのため、災害時に備えた道路・
水路等の整備。

防災訓練の様子
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平成２４年度の重点施策
総 額 1 8 億 9 , 0 7 2 万 円

おもな事業　　山北町第４次総合計画で定める「７つの施策目標」

1人と自然が共に生きるまちづくり（生活空間の整備）
・地域振興推進事業（町内循環バス運行、共和福祉バス助成）
・広域交通拠点整備推進事業（スマートIC実現化調査）
・定住総合対策事業
　（住まいづくり応援事業助成金（住宅利子補助金・空家活

用助成金・新築祝金））
・山北駅周辺魅力づくり推進事業
・東山北駅周辺魅力づくり推進事業
・山北駅北側元気づくりプラン事業
　（定住促進住宅、商業施設の整備）
・新東名対策事業
・狭あい道路拡幅整備事業

・道路新設改良事業
　（町道中里松原先線、町

道共和清水線（都夫良野
橋）、町道堀込上野下線、
町道上本村宿線、町道平
山線、神縄地区内道路）

・道整備交付金事業
　（町道2路線（嵐線・鍛

冶屋敷高杉線改良））
・都市公園整備事業
　（河村城址歴史公園） 地域交通の担い手「共和福祉バス」

2健康とゆとりの福祉のまちづくり（保健・福祉の推進）
・心の健康対策事業（心の健康維持のための相談等）
・福祉タクシー運行事業（試行運転、研究）
・高齢者見守り支援事業
・小児医療費助成事業（中学校修了まで無料化）
・子育て支援事業
　（親子教室の開催、子育て支援センターの運営、出産祝金の支

給）
・子ども手当交付事業
・母子保健事業(妊婦健康診査の助成回数（14回)の継続等）
・山北診療所管理運営事業
・紙おむつ支給事業
　（出生から１歳になるまで）

・森林ふれあい健康セラピー運営事業
・予防接種事業
　（子宮頸がん、Hib（ヒブ）、肺炎球菌

ワクチン接種）
・健康診査・相談等事業
　（女性特有のがん検診委託・助成の継

続）

森林セラピー基地グランドオープンします

3学習と文化の香り高いまちづくり（教育・文化の振興）
・英語補助教員設置事業
・教育振興事業
　（小学校児童介助員の増員、幼稚園児介助員の増員等）
・給食事業（給食費補助金等）
・児童生徒援助事業（通学補助金の支給等）
・学校統合推進事業（中学校統合の準備・検討、教育相談員

の設置、廃校舎等の利用検討調査、スクールバス運行委託等）
・学校間交流事業
・山北中学校施設整備事業（山北中学校体育館床改修工事）
・山北のお峯入り公開事業
・図書室運営事業
　（中央公民館図書システム更新等）
・学童保育推進事業
・放課後子ども教室推進事業

・ふれあい広場整備事業
・パークゴルフ場管理運営事業

5年ぶりに山北のお峯入りを開催
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41万4,586円（1,935円増）

7町民参加の開かれたまちづくり（行財政の推進）
・財政管理事業（（新）財務会計システム導入委託等）
・広報紙発行事業（町勢要覧作成等）
・総合計画策定事業
・自治基本条例制定事業

・電算管理運用事業（行政電算システムの運用等）
・行政ホームページ推進事業
・町村情報システム共同運営事業
・戸籍住民基本台帳等管理事業（戸籍情報システム運用等）

6個性豊かな魅力あるまちづくり（コミュニティの振興）
・地域づくり委員会開催事業
・町政連絡事業（自治会の運営支援等）

・コミュニティ活動拠点施設整備事業
　（集会施設等新築・改築・補修補助事業）

5地域の特性を生かした産業振興のまちづくり（産業の振興）
・水源環境・保全再生交付金事業
　（町有林・私有林整備、作業道整備等）
・やまきたまち農業活性化推進事業
　（有害鳥獣防護柵等設置補助金等）
・足柄茶安全啓発事業
・戸別所得補償事業
・中山間地域総合整備事業（浅間山農道）
・水源の森林づくり協力協約推進事業
・（仮称）山北ふるさと館整備事業（基本設計）

・消費生活相談事業
・観光施設整備事業
　（洒水の滝（三の滝）散策道整備等）
・観光振興事業
　（山北ブランド宣伝助成等）
・緊急雇用創出事業
　（ヤマビル駆除委託）

貴重な観光資源「洒水の滝 三の滝」

衛生費

3万2,953円
（610円減）

議会費

9,180円
（1,785円増）

民生費

9万0,580円
（3,307円減）

総務費

9万2,956円
（9,240円増）

農林水産業費

2万2,079円
（3,945円増）

4安全で豊かな暮らしと住みよいまちづくり（生活基盤の整備）
・防犯関係事業
　（あんしんメール運営委託、防犯灯設置修繕助成等）
・環境保全事業（放射能検査業務委託等）
・地球温暖化防止対策推進事業（住宅用太陽光発電システム

設置助成等）
・環境推進事業（ハイブリッド型街灯設置等）
・都市計画調整事業（都市計画基礎調査等）
・町営住宅管理事業（山下テラス住宅環境整備工事等）
・消防施設整備事業
　（消防ポンプ自動車購入（第６分団）、峰地区配水管布設替工事）

・自主防災対策事業
　（自治会用（山北地区）防災無線戸別

受信機購入、自主防災対策助成金）
・町設置型浄化槽設置事業
　（高度処理型浄化槽設置（３０基））
・地域防災計画事業
　（地域防災計画の策定）

環境に配慮したハ
イブリッド型外灯

目 的 別 歳 出
額 を、3月1日
現在の人口1万
1,819人で算出
した金額
※( )内 は 前 年

度と比較した
額
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土木費

5万8,338円
（1万0,862円増）

消防費

2万0,167円
（625円増）

商工費

8,769円
（5,379円減）

公債費

3万3,684円
（6,361円減）

教育費

4万0,255円
（8,437円減）

その他

5,625円
（428円減）

新
規
・
拡
充
事
業
等

・
山
北
駅
北
側
に
定
住
促
進
住
宅
や

商
業
施
設
等
の
整
備
を
行
う
山
北

駅
北
側
元
気
づ
く
り
プ
ラ
ン
推
進

事
業

・
生
活
情
報
や
防
災
情
報
な
ど
を
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
で
き
る

T
V
K
デ
ー
タ
放
送
の
開
始

・
従
来
の
防
犯
灯
設
置
助
成
に
加
え

て
修
繕
も
助
成
対
象
と
し
た
防
犯

灯
設
置
修
繕
助
成
金

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
運
行
の
実
現
に
向

け
た
試
行
運
転
な
ど
調
査
・
研
究
を

行
う
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

・
高
齢
者
等
を
G
P
S
装
置
に
よ
り

見
守
る
た
め
の
高
齢
者
見
守
り
支

援
事
業

・
本
年
度
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
予
定

の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
活
用
し

て
、
森
林
の
持
つ
癒
し
効
果
を
健

康
維
持
に
活
用
す
る
森
林
ふ
れ
あ

い
健
康
セ
ラ
ピ
ー
運
営
事
業

・
子
宮
頸
が
ん
、
H
i
b
（
ヒ
ブ
）、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
行
う
予
防
接
種
事
業

・
放
射
能
測
定
を
実
施
す
る
環
境
保

全
事
業

・
子
ど
も
手
当
の
支
給

・
放
射
能
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
足

柄
茶
の
信
頼
回
復
の
た
め
の
足
柄

茶
安
全
啓
発
事
業

・
農
産
物
の
自
給
力
向
上
を
推
進
す

る
た
め
の
戸
別
所
得
補
償
事
業

・
県
立
山
北
つ
ぶ
ら
の
公
園
（
仮

称
）
整
備
に
係
る
山
北
ふ
る
さ
と

館
（
仮
称
）
基
本
設
計
の
実
施

・
洒
水
の
滝
散
策
道
の
整
備
を
行
う

観
光
施
設
整
備
事
業

・
都
市
住
民
と
水
源
林
整
備
に
よ
る

交
流
事
業
を
行
う
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

協
定
推
進
事
業

・
ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
を
行
う
緊
急
雇
用

創
出
事
業

・
河
村
城
址
の
堀
切
を
復
元
す
る
都

市
公
園
整
備
事
業

・
山
下
テ
ラ
ス
住
宅
の
環
境
整
備
工

事
な
ど
を
実
施
す
る
町
営
住
宅
管

理
事
業

・
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
6
分
団
）

購
入
な
ど
の
、
消
防
施
設
整
備
事
業

・
災
害
時
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
正
確

な
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
、
自
治

会
用
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
購
入

・
自
主
防
災
組
織
を
支
援
す
る
自
主

防
災
対
策
助
成
金

・
東
日
本
大
震
災
を
受
け
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
を
行
う
地
域
防
災

計
画
事
業

・
小
中
学
校
の
給
食
費
の
1
／
4
を

補
助
す
る
給
食
費
補
助
金

・
中
学
校
統
合
の
準
備
・
検
討
や
廃

校
舎
等
利
用
検
討
調
査
、
教
育
相

談
員
の
設
置
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
委
託
な
ど
を
行
う
学
校
統
合
推

進
事
業

・
学
校
教
育
の
充
実
に
向
け
た
学
校

間
交
流
事
業

・
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
山
北
の
お
峯
入
り
」
公
開
事
業

・
中
央
公
民
館
図
書
室
の
図
書
シ
ス

テ
ム
を
更
新

・
川
村
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用

し
学
童
保
育
な
ど
を
実
施
す
る
た

め
の
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
事
業

・
現
総
合
計
画
の
計
画
期
間
を
1
年

前
倒
し
し
て
、
平
成
26
年
度
以
降

の
新
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
す

る
総
合
計
画
策
定
事
業

・
県
内
14
町
村
が
行
政
情
報
シ
ス
テ

ム
の
共
同
化
を
推
進
し
、
本
町
で
は

本
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
町

村
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
運
営
事
業

24年度予算で町民１人に一般会計の中で使われる町のお金
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変
わ
り
ま
す
！

　
　 
ー
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者（
長
寿
）医
療
制
度
保
険
料
ー

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税
は
、
高
齢
化
の
進
行
や
医

療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
増
加

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
運

営
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
財
政
調
整
基

金
の
投
入
や
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

よ
り
税
額
の
増
加
を
抑
制
し
て
き
ま
し
た
が
、

国
保
事
業
の
本
来
の
仕
組
み
に
お
け
る
保
険
給

付
費
に
見
合
う
財
源
を
確
保
し
、
皆
保
険
制
度

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
保
険
税
率
の
引
上
げ

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
は
、
3
年
ご
と
に
見

直
し
を
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
～

26
年
度
ま
で
の
保
険
料
基
準
額
（
第

4
段
階
保
険
料
）
は
4
，
2
0
0
円

／
月
と
な
り
ま
す
（
平
成
21
年
度
～

23
年
度
の
基
準
額
は
3
，
9
0
0
円

／
月
）。
ま
た
、
保
険
料
段
階
数
を

こ
れ
ま
で
の
8
段
階
制
か
ら
10
段
階

制
と
し
、
第
1
段
階
（
1
，
8
9
0

円
／
月
）
～
第
10
段
階
（
8
，

5
2
6
円
／
月
）
と
な
り
ま

す
。 

各
個
人
の
段
階
と
保

険
料
額
は
、
7
月
上
旬
に
個

別
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
各
段
階
の
対
象
者

に
つ
い
て
は
、
5
月
に
全
戸

配
布
す
る
「
山
北
町
第
5
期

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

平
成
24
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者（
長
寿
）医
療

制
度
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

現　行　税　率
区　　分 医療分 支援金分 介護分 計

所 得 割 率 0.037 0.009 0.010 0.056
資 産 税 割 率 0.339 0.046 0.050 0.435
均等割額（円） 16,400 5,800 3,000 25,200
平等割額（円） 29,300 4,300 4,000 37,600

改　正　後　税　率
区　　分 医療分 支援金分 介護分 計

所 得 割 率 0.042 0.010 0.011 0.063
資 産 税 割 率 0.339 0.046 0.050 0.435
均等割額（円） 20,000 7,100 3,700 30,800
平等割額（円） 35,700 5,200 4,900 45,800

※新税率は平成24年７月（２期）の本算定時に適用さ
れます。

※詳細については、広報５月号でお知らせするととも
に、各納税者宛ての納税通知書にも同封します。

後
期
高
齢
者（
長
寿
）医
療
制
度
保
険
料

後
期
高
齢
者（
長
寿
）医
療
制
度
保
険
料

は
、
2
年
ご
と
に
見
直
し
を
し
て
お
り
、

平
成
24
・
25
年
度
の
保
険
料
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。
各
個
人
の
保
険
料
額
は
7
月

上
旬
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

平成24･25年度
A

平成22･23年度
B

差
A-B

均等割額 41,099円／年 39,260円／年 1,839円
所得割率 8.01% 7.42% 0.59%

※均等割額+所得割額＝年間保険料額となります。
※所得割額とは、前年の総所得金額等から基礎控除額
（33万円）を控除した額に上記所得割率を乗じた額
となります。

※年間保険料の限度額は、50万円から55万円に変更
されます。

○
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

現
在
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者（
長
寿
）医
療
制
度
保
険

料
の
い
ず
れ
か
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
方
の
平
成
24
年
4

月
・
6
月
・
8
月
の
特
別
徴
収
額
は
、
平

成
24
年
2
月
の
特
別
徴
収
額
と
同
額
（
仮

徴
収
と
い
い
ま
す
）
と
な
り
ま
す
の
で
、

町
か
ら
個
別
通
知
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

平成23年度 平成24年度 平成25年度
本徴収期間 仮徴収期間 本徴収期間 仮徴収期間

平成23年2月 4月 6月 8月 10月 12月
平成25
年2月

4月 6月 8月

A円 A円 A円 A円
年間保険税（料）額から仮徴
収期間に支払った額を差引
いた残額の1/3ずつ（B円）

B円 B円 B円

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班

　
　
　
　

 （
電
話
）　
75
ー
３
６
４
２ 平成24年2月の特別徴収額A円が仮徴収額として

平成24年4･6･8月の特別徴収額となります
平成25年2月の特別徴収額B円が平成25
年4･6･8月の特別徴収額となります。
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第３期納付書

これまでは納期ごとに
納付書を送付していました

４月から
納付書を一括して送付します

第２期納付書

第１期納付書

第３期納付書

第２期納付書

第１期納付書

町税等の納付書の送付方法が変わります
これまで町税等の納付書は納期ごとに送付していましたが、平成24年4月から納税通知書等送付時(第1期、

ただし国民健康保険税については第2期)に年度内発行予定の納付書を一括して送付するようになります。
これは、県内全町村で統一した住民情報などの基幹系業務システムを共同利用する事が決定し、順次、情報

システムの共同化を進めているためです。
一度にまとまった納付書が送付されますので、紛失などには十分注意し、各納期限内に納付するようお願い

します。
※一括送付への変更に伴い、納付書の様式が一部変更になります。
※平成24年3月までに町から送付させていただいた納付書はそのまま利用できます。引き続き期限内納付にご

協力ください。
※口座振替の登録をしている方・年金からの天引きがされている方には、納付書は同封されません。

情報システムの共同化とは？
現在、本町では基幹系業務システム

を県内全町村で共同利用する事を進め
ており、共同化を行うことで次の効果
が期待されています。
・住民情報が入っているサーバ等が事

業者所有のデータセンターに配置さ
れるため、町民の個人情報の安全性
がより確保されます。

※事業者所有のデータセンターは、
センター内の機器・回線が二重化さ
れ、耐震・防震対策が施されており、
バックアップデータは遠隔地に保管
されているため、災害時にもデータ
の確保がされ、情報システムの復旧
を迅速に行う事ができます。

・山北町が被災し、行政機能がマヒす
るような事態が発生しても他自治体
の庁舎と回線を借りて、データセン
ターにある山北町の住民情報にアク
セスし、業務を行う事ができます。

【問合せ】　企画財政課企画班
　　　　　（電話）７５－３６５２

納税通知書等送付時期

税目など 送付時期
納付書

封入枚数
担当課

町県民税（普通徴収） ６月 ４枚
町民税務課

固定資産税 ５月 ４枚

国民健康保険税
４月 １枚

保険健康課
７月 ７枚

後期高齢者医療保険料 ７月 ９枚
介護保険料 ７月 ８枚

【問合せ】　町民税務課税務班（電話）７５－３６４１
　　　　　保険健康課保険年金班（電話）７５－３６４２

送付方法が変わる納付書

町民税務課　　　
・町県民税
　（普通徴収）
・固定資産税

保険健康課　　　　　　
・国民健康保険税
・後期高齢者医療保険料
・介護保険料

変更内容

平成24年3月まで　　　　　　　　　　　
納期ごとに納付書を送付
平成24年4月から　　　　　　　　　　　  
納税通知書等送付時（第１期）に年度内
に発行予定の納付書をまとめて送付
※国民健康保険税については第２期にま

とめて送付します。

役場の組織機構の見直しにより各課の名前が新しくなりまし
たが、帳票類の印刷を再度行うと多くの費用がかかってしまい
ます。現在使用している帳票類（通知書・納付書等）は、費用
を削減するためにも在庫がなくなるまで利用しますので、ご理
解をお願いします。
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山北駅の無人化解消を図ります
―５月から乗車券の簡易委託販売を行います―

山北駅の無人化については広報３月号でお知らせしました
が、３月17日のダイヤ改正に併せて駅員がいなくなり、自動
券売機やキヨスクの撤去も行われました。

町では自動券売機の撤去に伴う利便性の低下や、無人化によ
り山北駅周辺の活気が失われてはならないと考え、①山北駅を
無人化にしない、②駅舎の利活用を図ることを決定しました。

①の対策では、鉄道関係者ＯＢや民間団体の協力を得て、５
月から乗車券の簡易委託販売を実施します。町が行う簡易委託
販売とは、利用区間の多い切符を町が事前にＪＲから購入し、
町が委託するスタッフに乗車券を発行してもらう仕組みです。

また、②の駅舎の利活用については、町特産品や農産物の販
売など町商工会や観光協会なども交えて検討することになりました。なお、駅舎の利活用に関しては夏ごろを
目途に方針を出す予定です。

運行ルート　（松田町内を含め、路線内の全てのバス停で乗降できます。）
◆山北駅　⇒　宮地　⇒　岸　⇒　柑橘果工前　⇒　原耕地　⇒　向原　⇒　新松田駅
◆新松田駅　⇒　向原　⇒　原耕地　⇒　柑橘果工前　⇒　岸　⇒　宮地　⇒　山北駅

山北駅 運賃（円）
150 宮地
180 150 岸
200 150 150 がら瀬
220 150 150 150 柑橘果工前
250 190 150 150 150 原耕地
290 240 200 180 150 150 向原
450 390 360 330 300 280 240 新松田駅

次の便は廃止または土休日のみ運行となりますので、ご注意ください。　
　　◆東部循環　　川村小学校(7:39)⇒向原(7:50)⇒山北駅(7:58)　　
　　◆西部循環　　山北駅(8:10)⇒平山(8:15)⇒岸(8:21)⇒山北駅(8:30) 
　　◆南部循環　　(東回り)　山北駅(17:35)⇒がら瀬(17:48)⇒平山(17:56)⇒山北駅(18:05)
　　　　　　　　　(西回り)　山北駅(18:10)⇒平山(18:15)⇒がら瀬(18:23)⇒山北駅(18:40) ※土休日運行

【問合せ】　企画財政課企画班　（電話）75 ー 3652

５月１日から山北町内循環バス車両が
新松田駅⇔山北駅間を岸回りで運行開始!!

岸地区の企業ニーズを把握した結果、従業員の通勤時間帯におけるバス運行の希望が高いことや、同時間帯
に運行している町内循環バスの平均乗車人数が比較的少ないことから、現在循環バスとして運行している平日
４便の運行を廃止し、５月１日より新たに町内循環バス車両を活用して、平日４便、土曜日２便の岸回りのルー
トの路線バスを運行します。車両の前面に行先を明示しますので、お間違えのないようご注意ください。

岸回り路線バスとしても運行します

無人となった山北駅
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消
防
団
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

３
月
27
日
、
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
23
年
度
神
奈
川
県
消
防
防

災
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

☆
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
精
績
章

　
・
第
２
分
団　
分
団
長　
瀬
戸　
茂

　
勤
続
章
（
30
年
）

　
・
本
団　
　
　
副
団
長　
小
澤　
彰
夫

新
幹
部
の
紹
介

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
山
北
町
消
防
団
。

平
成
24
年
度
の
幹
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

団
長　
　
　
　
小
澤　
彰
夫
（
萩
原
下
）

副
団
長　
　
　
佐
藤　
光
重
（
箒
沢
）

　
　
　
　
　
　
瀬
戸　
　
茂
（
田
中
）

分
団
長

　
第
１
分
団　
茂
川　
幸
三
（
台
）

　
第
２
分
団　
鈴
木　
和
茂
（
鶴
野
）

　
第
３
分
団　
杉
崎　
一
良
（
堂
山
）

　
第
４
分
団　
深
野　
喜
章
（
湯
坂
）

　
第
５
分
団　
須
崎　
正
己
（
村
雨
）

　
第
６
分
団　
磯
崎　
俊
彦
（
平
山
）

　
第
７
分
団　
渡
辺　
喜
容
（
深
沢
）

 

町
民
の
安
全
は
、
私
た
ち
が
守
り
ま
す

　
山
北
町
消
防
団

叙
位
　
正
六
位
　
　
故 

田
代
圭
司
さ
ん
（
堂
山
）

昨
年
12
月
20
日
に
逝
去
さ
れ
た
田
代
圭

司
さ
ん
が
正
六
位
に
叙
さ
れ
、
２
月
８
日

に
町
長
か
ら
ご
家
族
に
位
記
を
伝
達
し
ま

し
た
。

田
代
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
５
月
か
ら
19

年
間
に
わ
た
り
山
北
町
議
会
議
員
と
し

て
、
ま
た
平
成
２
年
７
月
か
ら
８
年
間
に

わ
た
り
山
北
町
長
と
し
て
、
町
の
発
展
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
の
功
績
を
称
え
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。「

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

三
尋
木 

遼
さ
ん
が
警
務
部
長
賞
受
賞

「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」
の
受
講

生
徒
等
が
対
象
の
「
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
神

奈
川
県
警
察
本
部
主
催
）
に

お
い
て
、
三
保
中
学
校
３
年

の
三
尋
木
遼
さ
ん
の
作
文
「
命

の
尊
さ
を
知
る
た
め
に
」
が

警
務
部
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。２

月
21
日
（
火
）、
松
田
警

察
署
長
室
に
て
受
賞
伝
達
式

☆
神
奈
川
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
竿
頭
綬

　
・
山
北
町
消
防
団

　
功
績
章

　
・
第
３
分
団　
分
団
長　
阿
部　
孝
一

　
・
第
８
分
団　
分
団
長　
佐
藤　
英
俊

　
勤
続
章
（
20
年
）

　
・
第
１
分
団　
副
分
団
長　
籔
田　
澄
雄

　
・
第
14
分
団　
　
班
長　
芳
賀　
信
一

☆
神
奈
川
県
知
事
表
彰

　
永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員
（
30
年
）

　
・
本
団　
　
　
副
団
長　
小
澤　
彰
夫

※
階
級
に
つ
い
て
は
表
彰
時
の
階
級
で
す

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
３
６
４
３

　
第
８
分
団　
武
尾　
典
幸
（
谷
ヶ
）

　
第
９
分
団　
山
崎　
剛
志
（
透
間
）

　
第
10
分
団　
山
﨑　
誠
一
（
大
蔵
野
）

　
第
11
分
団　
高
橋　
佳
信
（
山
市
場
）

　
第
12
分
団　
山
口　
徳
一
（
尾
崎
）

　
第
14
分
団　
井
上　
俊
之
（
畑
）

　
第
15
分
団　
佐
藤　
勝
也
（
玄
倉
）

な
お
、
退
団
さ
れ
た
幹
部
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
団
長　
　
　
佐
野　
益
久
（
上
清
水
）

　
第
１
分
団　
渡
部　
秀
明
（
平
山
）

　
第
３
分
団　
阿
部　
孝
一（
怒
杭
文
化
）

　
第
４
分
団　
鈴
木　
亮
一
（
越
地
）

　
第
８
分
団　
佐
藤　
英
俊
（
谷
ヶ
）

　
第
10
分
団　
岩
本　
一
智
（
湯
触
）

　
第
14
分
団　
高
橋　
清
和
（
畑
）

　
第
15
分
団　
山
口　
利
一
（
玄
倉
）

が
行
わ
れ
、
表
彰
状
と
と
も
に
立
派
な
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

位記を伝達しました受賞した三尋木遼さん
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定住トピックス　その15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

山北駅北側元気づくりプランが本格的にスタートします
町では、本年度より山北駅北側用地に若者世代をターゲッ

トとした中堅所得者向け町営住宅や商業施設、道路等の三つ
の整備計画を実施する山北駅北側元気づくりプランを本格的
にスタートしますので、その概要をお知らせします。

中堅所得者向け町営住宅は、民間のノウハウを活用しなが
ら、若者の子育て層を主な対象とした定住促進住宅を整備し、
子育てしやすい安心して定住できる生活環境を提供します。

平成22年2月より分譲を開始しました平山工業団地に、厳しい経済情勢のなか1社の立地が決定し、3月8日に調印式が行
われました。これにより、町民雇用や地域の活性化など大きな期待が寄せられます。

進出企業会社はオージーフィルム㈱(現在本社:静岡県裾野市)で、電子・工業・産業フィルム製造販売を行っており、平成
25年3月ごろに移転予定です。

町営住宅の整備概要

内容
住戸数 40戸程度

住宅タイプ
2LDK（65㎡程度）15戸程度
3LDK（72㎡程度）15戸程度
3LDK（80㎡程度）10戸程度

駐車場、駐輪場台数 １台／戸
コミュニティスペース 70 ～ 75㎡程度

＊このうち車イス対応を２戸程度確保します
＊このうち一階の住戸については、ペット飼育可能に設定します

●事業スケジュール

平成23年度

平成24年度～

平成26年度

○実施計画の策定

○入札説明書等の公表（H24.4月）
○提案書等の受付、落札者の選定
　　　　　　　　　　（H24.6～9月）
○事業契約の締結（H24.12月）
○基本設計・実施設計（H24.12月～）
○建設工事
○入居者ＰＲ
○町営住宅オープン（H26予定）

＊イメージ図

本施設は、民間の資金、経営能力や技術的能力を活用
した、PFI法に基づくPFI事業とします。また、国の地域
優良賃貸住宅制度による交付金の活用をします。

■施設のコンセプト　　　
町では、PFI事業を活用し民間活力の導入による定住促

進を図るためのコンセプトを次のように定めました。
○子育てしやすくバリアフリーな住戸、快適な居住環境

の形成
○居住者間の交流、近隣地域との交流による地域コミュ

ニティの形成
○環境に配慮し、自然を活用した施設整備づくり
○防災と防犯に配慮した、安全で安心できる施設づくり
○駅前の顔となり周辺の街並み・景観とも調和する施設

づくり
（山北駅北側定住促進住宅整備事業入札説明資料より）

＊商業施設等の整備についても今後具体的にお知らせし
ていきます。

平山工業団地に１社の立地が決定しました

オージーフィルム㈱との調印式の様子

●事業手法

← 

酒匂川

A区画-2
11,589.4㎡

C区画

B区画

公園

公園

至 R246号
線

至
 南
足
柄緑地

緑地

緑地

県道

住宅用地

住宅用地

A区画-1

㈱ネオテック
旭合成化学㈱

町道

㈱サークルKサンクス

A区画-3
オージーフィルム㈱

分譲図（平成24年3月現在）

定住対策の取組経過等については、今後もトピックスでお知らせします。
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町
バ
レ
ー
祭
を
開
催
!!

3
月
4
日
（
日
）、
第
33

回
山
北
町
バ
レ
ー
祭
が
山

北
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
町
内
で
活
動
し
て

い
る
男
子
4
チ
ー
ム
と
女

子
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

各
チ
ー
ム
共
に
日
頃
の

練
習
の
成
果
が
発
揮
さ

れ
、
寒
さ
に
負
け
な
い
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

男子の部

優　勝
山北町役場・
　山北倶楽部

準優勝 山北体協Ｖ
３　位 たんざわ

男子優勝
山北町役場・山北倶楽部

連合チーム

女子優勝
山北クラブチーム

女子の部
優　勝 山北クラブ
準優勝 山北あざみ
３　位 アクティブ

成　　　　　績 氏　　名

レディース
の部

優　勝（町 長 杯） 小　宮　正　子
準優勝（議 長 杯） 木　村　加代子
３　位（教育長杯） 藤　井　千代惠

シニアの部
優　勝（町 長 杯） 荻　野　治　久
準優勝（議 長 杯） 山　口　　崇
３　位（教育長杯） 阿久津　俊　介

一般の部
優　勝（町 長 杯） 瀬　戸　重　義
準優勝（議 長 杯） 増　田　英　機
３　位（教育長杯） 加　藤　英　司
４　位 鈴　木　義　行
５　位 荻　野　清　一
６　位 山　﨑　和　廣

ベスグロ
一般の部 青　木　　茂

シニアの部 山　口　　崇
レディースの部 小　宮　正　子

第
53
回
　
山
北
町
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

3
月
6
日
（
火
）、
リ

バ
ー
サ
カ
ワ
・
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
第
53
回
山
北

町
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
前
の
大
雪
、
当

日
朝
の
雷
雨
で
開
催
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

日
中
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、

暖
か
い
気
候
で
参
加
さ

れ
た
85
名
の
方
々
は
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
の
成

績
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

広
域
斎
場
の
建
設
候
補
地
を
選
定

　
　
―
地
元
地
域
と
広
域
斎
場
整
備
に
向
け
た
協
議
に
入
り
ま
す
―

小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
大
井
町
、
松

田
町
、
山
北
町
、
開
成
町
及
び
箱
根
町
で

組
織
す
る
県
西
地
域
広
域
斎
場
建
設
協
議

会
で
は
、
平
成
22
年
11
月
に
広
域
斎
場
建

設
候
補
地
の
見
直
し
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
検
討
を
進
め
る
中
で
現
小
田
原

市
斎
場
敷
地
を
候
補
地
と
す
る
方
針
を
定

め
、
昨
年
か
ら
地
元
地
域
と
協
議
を
重
ね

一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
た
た
め
、こ
の
度
、

現
斎
場
敷
地
を
候
補
地
と
し
て
選
定
し
ま

し
た
。
現
段
階
は
建
設
の
決
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
は
建
設
に
向
け
た
協

議
に
入
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

福
祉
課
福
祉
推
進
班

（
電
話
）
75
ー
3
6
4
4

県
西
地
域
広
域
斎
場
建
設
協
議
会
事
務
局

（
小
田
原
市
環
境
政
策
課
内
）

（
電
話
）
33
ー
1
4
2
2

第
57
回
山
北
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

　

３
月
11
日
（
日
）、
山
北
町
内
一
周

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
町
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
５
チ
ー

ム
と
、
オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
山
北
高

校
か
ら
３
チ
ー
ム
と
神
奈
川
柑
橘
果
工

㈱
が
出
場
し
、
全
９
チ
ー
ム
が
町
内
を

激
走
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
山
北
第
３
、
岸
、
向
原
の
激

し
い
ト
ッ
プ
争
い
の
結
果
、
向
原
が
３

大
会
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

優　勝 向原 1時間34分13秒
準優勝 岸 1時間35分10秒
３　位 山北第３ 1時間37分18秒
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん
　
伊
倉
　
信
行
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
　
　
麻
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
遙は

る
と人

く
ん
　
　
3
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
水み
つ
き月

ち
ゃ
ん

　
　
1
歳

お
じ
い
さ
ん
　
　
　
良
男
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
　
　
　
未
子
さ
ん

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
　
春
枝
さ
ん

伊倉さん
ご家族
＜尾崎＞

大
関
勝
久
さ
ん
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式

会
社
神
奈
川
工
場
足
柄
サ
イ
ト
で
主
任
研
究

員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
関
さ
ん

が
設
計
し
、
一
昨
年
同
社
が
発
売
し
た
映

画
保
存
用
フ
ィ
ル
ム
は
、
映
像
を
高
画
質
の

ま
ま
長
期
間
保
存
で
き
る
点
が
高
く
評
価
さ

れ
、
今
年
2
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
行
わ
れ

た
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
科
学
技
術
部
門
授
賞
式
に

お
い
て
、
同
社
及
び
大
関
さ
ん
を
含
む
社
員

3
名
の
方
が
科
学
技
術
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
栄
冠
を
手
に
さ
れ
た
大
関

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受
賞
さ
れ
た
感

想
を
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

「
苦
労
し
て
開
発
し
た
フ
ィ
ル
ム
が
世
界

に
認
め
ら
れ
、
映
画
業
界
に
貢
献
で
き
非

常
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
多
く
の
人
と
力
を

併
せ
て
開
発
し
た
の
で
、
一
緒
に
喜
び
た
い

で
す
。
現
在
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い

て
、
こ
れ
か
ら
フ
ィ
ル
ム
は
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
と
言
わ
れ
て
い
る
時
に
い
た
だ
い
た

賞
だ
っ
た
の
で
、
喜
び
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

授
賞
式
は
タ
キ
シ
ー
ド
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、

華
や
か
な
世
界
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。」

こ
の
フ
ィ
ル
ム
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
こ
の
製
品
は
、
写
真
を
撮
影
す
る
フ
ィ

ル
ム
と
違
い
、
映
画
作
品
を
保
存
す
る
た
め

の
フ
ィ
ル
ム
で
す
。
カ
ラ
ー
の
映
像
を
青
・

赤
・
緑
の
３
色
の
デ
ー
タ
に
分
解
し
、
銀
画

像
と
し
て
白
黒
フ
ィ
ル
ム
に
焼
付
け
保
存
し

ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
高
画
質
な
ま
ま
、

長
期
間
の
保
存
が
可
能
で
す
。
カ
ラ
ー
で
の

保
存
期
間
が
1
0
0
年
程
度
で
あ
る
の
に
対

し
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
で
は
5
0
0
年
の
保
存

が
可
能
な
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。」

素
晴
ら
し
い
製
品
を
生
み
出
す
秘
訣
は
あ
り

ま
す
か
。

「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
調
べ
尽
く
す
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
幸
い
私
の
会
社
に

は
、
フ
ィ
ル
ム
を
作
る
と
い
う
長
い
歴
史
が

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
調
べ
ら
れ
て
い

ま
す
し
、
ま
た
調
べ
る
技
術
も
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
徹
底
的
に
や
る
と
い
う
こ
と
が
結

果
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。」

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
た
い
こ
と
や
目
標
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

「
ア
ー
カ
イ
ブ
（
保
存
す
る
）
と
い
う
点

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
映
像
や
画
像
を
保
存

す
る
際
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め

ば
進
む
ほ
ど
、
長
く
保
存
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な

り
ま
す
。
こ
の
点
を
解
決
す
る
よ
う
な
研
究

に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事

以
外
で
は
、
時
間
を
作
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
も

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。」

町
の
人　大

関　
勝
久
さ
ん

（
宿 

在
住
）

は
じ
め
ま
し
て
!

わ
た
し
た
ち
家
族
は
、
遙
人
が
1
歳
4

か
月
の
時
に
、
山
北
町
の
隣
の
小
山
町
か

ら
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
年
の
8

月
に
水
月
が
こ
こ
山
北
町
で
生
ま
れ
、
新

し
く
家
族
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
現
在

は
夫
、
私
、
遙
人
、
水
月
、
夫
の
両
親
と

祖
母
の
7
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

遙
人
は
、赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
活
発
で
、

遊
ぶ
こ
と
と
い
え
ば
体
を
動
か
す
こ
と
が

メ
イ
ン
で
し
た
が
、
最
近
は
ト
ミ
カ
に
夢

中
。
わ
た
し
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
車
の
名

前
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
、

水
月
に
ご
は
ん
を
あ
げ
た
り
、
水
月
が
泣

い
て
い
る
と
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
を

持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
と
、
お
兄
ち
ゃ
ん

ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

水
月
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
は
お
と
な
し

く
の
ん
び
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
歩
く
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
お
兄
ち
ゃ
ん
に
刺
激
を

う
け
て
か
、
と
て
も
や
ん
ち
ゃ
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
食
べ
る
の
で
、
体

重
は
今
に
も
お
兄
ち
ゃ
ん
を
抜
か
す
勢
い

で
す
。

最
近
で
は
、
ふ
た
り
で
テ
レ
ビ
の
前
で

踊
っ
た
り
、
笑
い
合
っ
て
遊
ん
だ
り
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
姿
を
見
る
と
ほ

ほ
え
ま
し
く
、
兄
妹
っ
て
い
い
も
の
だ

な
ぁ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
子
ど

も
を
育
て
て
い
る
の
で
は
な
く
、
私
が
子

ど
も
に
育
て
ら
れ
て
い
る
･
･
･
そ
ん
な

感
じ
が
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
子
ど
も
に
感
謝
!
こ
れ
か
ら

も
兄
妹
仲
良
く
、
の
び
の
び
育
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
麻
子
さ
ん
）
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有料広告

ふるさと生活技術指導士講習会
野菜を使ったタレと鍋焼きパンを作りました

２月８日、中央公民館調理実習室でふるさと生活
技術指導士（※）による調理実習の講習会が開催さ
れました。

この講習会は、地域
に受け継がれてきた技
術を未来につなぐこと
や、地産地消を推進す
ることが目的とされて
いて、参加された方か
らは、「身近な材料で
簡単に作ることができ
た」、「種類の違うもの
を作ることで違った味
が楽しめて面白い」、「と
ても美味しかった。ま
た参加したい」といっ
た声が聞かれました。

※ふるさと生活技術指導士
　農家・農村地域に受け継がれてきた生活技術を伝承してい
る方で県の認定を受けた方。町内では、調理や味噌作り、竹
炭作り、手揉み茶などの技術で８名の方が認定されています。

地域の技術を伝承します

「消防の広域化」について
－　経過報告　－

足柄消防組合、小田原市消防本部及び真鶴町による消
防広域化については、関係する2市6町の全ての首長が消
防広域化に参画するとの意思を表明したことに伴い、町
では、平成24年3月第1回山北町議会定例会に次の二つの
議案を提出したところ、議会から承認をいただきました。

【承認された事項】
◇足柄消防組合規約の変更について

足柄消防組合の解散に伴う事務の継承については、組合構
成市町の議会の議決を経て行うという条文を追加しました。

◇足柄消防組合の解散について
平成25年3月30日をもって足柄消防組合を解散す
るという内容です。

今後についても、随時経過を報告させていただます。

「水道水の放射性物質濃度について」

町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実施して
います。測定の結果、放射性物質は検出されていません。

○直近の採水日時
　平成２４年３月１日（木）午前８時３０分

○採水場所
　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　・セシウム（Ｃｓ１３４） 不検出
　・セシウム（Ｃｓ１３７） 不検出
　・ヨウ素　（Ｉ １３１） 不検出

○過去の検査結果
過去１８回の検査を実施し、すべてにおいて放射
性物質は検出されていません。

※今後、町では県内各地の測定結果等の情報収集に
努め、その状況に応じて対策を進めていきます。

【問合せ】上下水道課工務班
　　　　 （電話）７５－３６４５

山北町あんしんメール 配 信 しています

Docomo

au・Softbank

QRコード読み取り内容
宛先 cfm@io.dataeast.jp
件名 t-yamakita

ご利用を希望される方は次のＱＲコードを読み取
り、表示された宛先に空メールを送信してください。

送信後、登録案内メール
が送信されてきますので、
内容をご確認いただき、指
示に従って詳細を登録して
ください。

ＱＲコード読み取り機能がな
い携帯電話やパソコンから登録
する場合は、新規メールを選択
後、右の宛先と件名を入力し、
空メールを送信してください。

【問合せ】
総務防災課防災消防班
 （電話）７５－３６４３

手軽でおいしい料理　完成！
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保険健康課
（電話）75－3642

健康福祉センター
（電話）75－0822

健
康
レ
ポ
ー
ト

第1号
や
ま
き
た
健
康
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
！

山
北
町
で
は
、
自
分
の
健
康
づ
く
り
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
「
や
ま
き
た
健

康
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
前
期
（
５
月
開
始
）
と
後
期
（
10
月
開
始
）
を

合
わ
せ
て
、
男
性
７
名
、
女
性
16
名
が
修
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
４
か
月
間
、
毎
日
の
歩
数
や
歩
行
距
離
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
記
録
す

る
こ
と
が
で
き
る
『
生
活
習
慣
記
録
機
（
ラ
イ
フ
コ
ー
ダ
）（
右
下
写
真
）』
を
つ
け
て
生
活
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
事
業
の
開
始
時
と
終
了
時
に
は
体
力
測
定
を
行
い
、
月
１
回
の
健
康
相
談
で
は
、

毎
日
の
歩
数
や
日
常
生
活
の
運
動
量
、
体
重
な
ど
を
確
認
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
生
活
習
慣
の
改

善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
は
最
終
日
に
血
液
検
査
を
行
い
、
夏
頃
に
受
け
た
健
康
診
断
の
結

果
と
比
較
し
、
血
液
デ
ー
タ
が
改
善
し
て
い
る
か
の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
最
大
で
体
重
は
2
・
0
ｋ
ｇ
減
少
、
腹
囲
は
2
・
5
c
m
減
少
と
い
う
成

果
が
あ
っ
た
方
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
の
成
果
は
な
く
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
は
、「
今
ま

で
よ
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
頻
度
が
多
く
な
っ
た
」
や
、「
１
か
月
分
の
デ
ー
タ
を
見
て
、
自
分

な
り
の
目
標
が
持
て
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
成
果
が
あ
っ

た
人
の
中
に
は
、「
甘
い
も
の
を
減
ら
し
、
食
生
活
も
改
善
す
る
よ
う
心
が
け
た
」
と
い
う
方
も

い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
最
も
気
軽
に
で
き
る
運
動
で
、
昨
年
度
町
で
行
っ
た
「
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
も
運
動
を
し
て
い
る
人
に
運
動
の
種
目
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
と
答
え
た
方
が
66
・
9
％
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
で
は
、
歩
き
方

に
も
注
目
し
て
い
ま
す
。
同
じ
歩
数
で
も
、
歩
き
方
次
第
で
運
動
量
が
上
が
り
、
減
量
に
効
果
的

な
運
動
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
温
か
い
季
節
に
な
っ
て
き
た
今
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
せ
ん

か
？ 

今
年
度
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
の
参
加
者
を
募
集
す
る
予
定
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班
（
T
E
L 

75
ー
0
8
2
2
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Ｈ
Ｄ
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コ
レ
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テ
ロ
ー
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Ｄ
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コ
レ
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テ
ロ
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ル

（mg/dl）

血
糖
値

（mg/dl）

H23.7.26
H24.2.23
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61.3

59.0
59.4

58.987.0 

88.0 87.0 87.0 

85.5 

84.0

85.0

86.0

87.0

88.0

89.0

57.0

58.0

59.0

60.0

61.0

62.0

初
回

一
ヶ
月
後

二
ヶ
月
後

三
ヶ
月
後

終
了
時

腹囲（cm）
体重（kg）

体
重

（kg）

腹
囲

（cm）

59.9 59.8 59.6

60.3

59.8

89.3 

88.0 88.0

88.0 

88.0 

86.0

87.0

88.0

89.0

90.0

58.0

59.0

60.0

61.0

62.0

腹囲（cm）
体重（kg）

体
重

（kg）

腹
囲

（cm）

Aさん（女性・48歳）の体重・腹囲
Aさんの血液データ

Bさんの血液データ

Bさん（女性・63歳）の体重・腹囲

体重はほとん
ど 変 わ りま
せんでしたが、
腹囲は1.3cm
減少しました。

体重は2.1kg、
腹囲は1.5cm
減少しました。

2人とも約半年間で中性脂肪値が下がり、
AさんはLDLコレステロールも下がりました。
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
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　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 2 9

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

３月１７日（土）に「ジュニアコーラスミニコンサート」を開催しました。
当日はあいにくの雨模様でしたが一年間の練習の成果を出した子
ども達の元気な歌声が会場中に響き渡りました。
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　雛祭りに向けて「つるし雛作り教室」を開催しました。期間中、大
勢の参加者が集まり、辰・鶴袋・山吹など色々な雛飾りを作りました。

　読み聞かせボランティアのメンバーで日本子育てアドバイザー協
会の認定アドバイザーでもある大畑真由美さんを講師にお招きし
て、子育てをしている方やおはなしボランティアの方を対象に養成
講座を開催しました。

　足柄上地域県政総合センター森林部森林課の職員の方々を講
師にお招きして「しいたけのほだ木作り教室」を開催しました。
　電動ドリルや木槌などを使い、１００本の原木に３,０００駒ものしい
たけの種駒を打ち込みました。

＊4月3日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊4月3日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊4月3日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

「スマイリーキッズ」サークル体験教室
　子どものジャズ体操サークルです。毎週金曜日に、１階多
目的ホールにて低・高学年・中学生以上に分かれて、元気に
レッスンしています。基本のストレッチ・リズムの取り方、少
し難しいステップ等も、楽しい音楽に合わせて踊ります。
日　時　４月２０日（金）・２７日（金）
　　　　１８：００～１９：００（小学１～３年生）
　　　　１９：００～２０：００（小学４～６年生）
場　所　１階 多目的ホール
対　象　小学生（定員なし・保護者の見学可）
参加費　初回無料（２回目の参加費は５００円となります）
持ち物　動きやすい服装・飲み物・タオル

塩麹を使った料理教室
日　時　４月１７日（火）９：３０～１２：００
内　容　塩麹を使った料理を作ります。
　　　　（塩麹を作ってお持ち帰りもしていただきます）
対　象　一般（定員２４名）
講　師　北村　園子さん
参加費　６００円（持ち帰り用の容器代込み）
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具

ジュニアコーラス～歌とふれあい、楽しく歌います～
４月の予定＝１４日（土）・２１日（土）・２８日（土）
　　　　　 １０：００～１１：３０
５月の予定＝１２日（土）・１９日（土）・２６日（土）
　　　　　 １０：００～１１：３０
※６月以降の日程、その他詳細については中央公民館
へお問合せください。
場　所　3階 視聴覚ホール
対　象　幼児から（申し込みは随時受け付けいたします。）
講　師　山崎　美恵子さん
参加費　無料

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

～申し込み受付中です～

「母の日」のビーズアクセサリー教室
日　時　５月３日（木）１３：３０～１５：３０
内　容　母の日にぴったりなプレゼントを作ります。
　　　　（見本品を公民館事務室前にて展示しております）
対　象　親子（定員１０組２０名）※子どものみの参加も可
講　師　日隈　知美さん
参加費　８００円
持ち物　ハサミ・筆記用具

【２月２５日（土）～　　　
　　　３月２４日（土）】

前回のイベントから

ウッドボイス＆
ハンドボイス活動展

こうじ
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※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

ロビー展示のお知らせ

日　時　４月１０日（火）～２２日（日）９：００～１７：００（ただし、１０日は１３：００から、２２日は１６：００まで）
場　所　１階ロビー　　問合せ　関　昭男　℡（７５）１４４８

山北町写真同好会 写真展

４月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

7 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

10 火 山北町写真同好会 写真展（～２２日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 関　　昭男　　☎（75）1448

14 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

17 火 塩麹を使った料理教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

20 金 「スマイリーキッズ」
サークル体験教室① 多目的ホール １８：００

１９：００ 申込者 中央公民館

21 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

27 金 「スマイリーキッズ」
サークル体験教室② 多目的ホール １８：００

１９：００ 申込者 中央公民館

28 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

ブックトーク 図 書 室 １４：００ 自　由 中央公民館

５月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

3 木 「母の日」のビーズアクセサリー教室 第 １ 会 議 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

5 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

6 日 「クローバーの会」ピアノ発表会 多目的ホール １４：００ 自　由 クローバーの会　　☎（75）2018
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　４月　７日（土）
絵本「せんたくかあちゃん」ほか
　　（おはなしボランティア「クローバー」）
②　４月２１日（土）
紙芝居「きんたろう」ほか
　　（おはなしボランティア「ゆめ」）
②　５月　５日（土）
パネルシアター「これはジャックのたてたいえ」ほか
　　（おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　１４：３０～１５：００
●場　所　親子室（図書室内）
※今年度も毎月第１・３土曜日に行います。
（都合により変更する場合もあります。）

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
真夜中のパン屋さん（2）
少女は卒業しない
希望の地図
気分上々
僕は自分が見たことしか信じない

大　沼　紀　子
朝　井　リョウ
重　松　　　清
森　　　絵　都
内　田　篤　人

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
サーティーナイン・クルーズ１～１０
狼ばば様の話
月までサイクリング
桜守のはなし
特別授業３．１１
君たちはどう生きるか

小　浜　　　杳
柏　葉　幸　子
ティモ・パルヴェラ
佐野  藤右衛門

あさの  あつこ

◆ 児 童 書

出前おはなし会に行ってきました！
２月２３日（木）に向原保育園・わかば保育園で
おはなし会を開きました。図書室おはなしボランティ
ア「クローバー」さんのパネルシアターや大型絵本
など楽しいおはなしに園児たちも大喜びでした。

★第１弾…『ぼくの・わたしのおすすめ本』
４月２４日から５月末まで、町内小中学校の子ども達
が選んでくれた本を展示します。

★第２弾…読み聞かせサークル「プー横丁」による
　『ブックトーク』４月２８日（土）１４時～１４時３０分
図書室で行います。（申込み不要・低学年以下対象）

おもしろいね～！

標語「君と未来をつなぐ本」

図書室では、「こども読書週間」
に合わせてブックトークと本の展
示を行います！

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）

今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

おわびと訂正
広報やまきた３月号の「歌会詠草」に誤りがありました。おわびして訂正させていただきます。

孫よりの藍の絵柄のマグカップレンジで日毎使いて楽し　　　湯山榮子
ひごと

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

ひ な た

み お ん

な な こ

た い せ い

こ と こ

　台　　磯　部　陽　葵（女）　聡　・仁　美
宮　地　和　田　澪　音（女）典　孝・志のぶ
尺里西　瀬　戸　菜々子（女）啓　治・　礼
上本村　瀬　戸　太　聖（男）太一郎・まどか
尾　崎　石　田　琴　子（女）勝　也・まり子

※今回の掲載分は、平成２４年２月１６日から平成２４年３月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　若　林　一　雄（男）８５歳　本　人
馬　場　　青　木　ふく子（女）９１歳　　〃　
　〃　　　石　原　ト　ヨ（女）９６歳　　〃　
鶴　野　　瀬　戸　静　子（女）８３歳　　〃　
万　随　　松　永　住　男（男）７９歳　　〃　
宮　地　　原　　　幸　一（男）５２歳　　〃　
怒杭文化　石　川　喜　久（男）８６歳　　〃　
南　原　　臼　井　　守　（男）６８歳　　〃　
前耕地　　相　𠩤　良　一（男）８２歳　　〃　
谷戸諸渕　山　崎　久　雄（男）９４歳　　〃　
　畑　　　石　渡　シズヱ（女）８９歳　　〃　
越　地　　銀　山　マツヱ（女）８６歳　小國智広
　〃　　　髙　橋　秀　世（女）７６歳　　力　
尺里中　　髙　杉　ツネ子（女）９２歳　哲　也

山北　195mm（140mm）
三保　199mm（113mm）

山北　 3.3℃（ 4.7℃）
三保　 3.1℃（ 4.3℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,756人
6,063人
11,819人

（－10人）
（－ 4人）
（－14人）

世帯数　4,225世帯（+0世帯）

町内小中学校の児童・生徒のインフルエンザ対策のため
相日防災株式会社 様　マスク５０枚入り１,１２０箱

森林整備のため　アサヒビール株式会社 様
　　　　　　　   ２,８００,０００円
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

おわびと訂正
広報やまきた３月号の「歌会詠草」に誤りがありました。おわびして訂正させていただきます。

孫よりの藍の絵柄のマグカップレンジで日毎使いて楽し　　　湯山榮子
ひごと

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

ひ な た

み お ん

な な こ

た い せ い

こ と こ

　台　　磯　部　陽　葵（女）　聡　・仁　美
宮　地　和　田　澪　音（女）典　孝・志のぶ
尺里西　瀬　戸　菜々子（女）啓　治・　礼
上本村　瀬　戸　太　聖（男）太一郎・まどか
尾　崎　石　田　琴　子（女）勝　也・まり子

※今回の掲載分は、平成２４年２月１６日から平成２４年３月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　若　林　一　雄（男）８５歳　本　人
馬　場　　青　木　ふく子（女）９１歳　　〃　
　〃　　　石　原　ト　ヨ（女）９６歳　　〃　
鶴　野　　瀬　戸　静　子（女）８３歳　　〃　
万　随　　松　永　住　男（男）７９歳　　〃　
宮　地　　原　　　幸　一（男）５２歳　　〃　
怒杭文化　石　川　喜　久（男）８６歳　　〃　
南　原　　臼　井　　守　（男）６８歳　　〃　
前耕地　　相　𠩤　良　一（男）８２歳　　〃　
谷戸諸渕　山　崎　久　雄（男）９４歳　　〃　
　畑　　　石　渡　シズヱ（女）８９歳　　〃　
越　地　　銀　山　マツヱ（女）８６歳　小國智広
　〃　　　髙　橋　秀　世（女）７６歳　　力　
尺里中　　髙　杉　ツネ子（女）９２歳　哲　也

山北　195mm（140mm）
三保　199mm（113mm）

山北　 3.3℃（ 4.7℃）
三保　 3.1℃（ 4.3℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,756人
6,063人
11,819人

（－10人）
（－ 4人）
（－14人）

世帯数　4,225世帯（+0世帯）

町内小中学校の児童・生徒のインフルエンザ対策のため
相日防災株式会社 様　マスク５０枚入り１,１２０箱

森林整備のため　アサヒビール株式会社 様
　　　　　　　   ２,８００,０００円
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やまきたの魅力をパチリ!!やまきたの魅力をパチリ!!
２０１１年 山北の観光写真コンクール
　2011年「山北の観光写真コンクール」の審査が行われ、応募者50名、応募
作品176点の中より、16点の入賞作品が決定しました。入賞作品は町の観光や
PRに広く活用されます。

　３月１日から７日まで、全国一斉に春季火災
予防運動が実施され、これに併せて町消防団
と足柄消防組合では、３月１日に火災予防パ
レードを実施しました。
　消防自動車側面に「火の用心」の横断幕を
掲げたパレード一行は、役場を起点として町内
各地を回り、町民一人ひとりが防火意識を持
ち、火災を未然に防ぐよう呼び掛けました。

（敬称略）

【推薦】霧の登山道
碓井一海（南足柄市）

【特選】夏の涼
本間浩一（小田原市）

【特選】祭りの山車に花が咲く
石井良二（南足柄市）

【特選】蒼き清流
城戸和子（小田原市）

【入選】
頑張る！！　鈴木要（山北町）
春なのに赤いモミジ　鈴木一男（山北町）
祭り支度　飯田恒雄（松田町）
霧氷との出会　両角泰（南足柄市）
みつまた満々　青木房雄（秦野市）

【佳作】
涼しさ満喫　石井清一（横浜市）
桜の名所　松井昭彦（小田原市）
ダムの散歩道　矢野正（秦野市）
渓谷のつり人　山崎美恵子（山北町）
静寂の湖波　大庭静雄（小田原市）

【丹沢湖賞】
ダイヤモンド富士と丹沢湖　渋谷義一（秦野市）

【山北の滝賞】
涼しさ求めて　古谷忠昭（開成町）

火災予防パレード

　ロンドン五輪女子マラソンの代表最終選考会となった名古屋ウィ
メンズマラソンが３月１１日に開催され、山北町出身の尾﨑好美さん
が日本人トップの２位となり、翌１２日の日本陸上競技連盟の理事
会で日本代表に決定しました。
　尾﨑さんの実家は岸地区で、平成９年３月に山北中学校を卒業、
相洋高校に進学し陸上を始めました。実業団の第一生命でマラソン

を始め、平成２０年の名古屋国際女子
マラソンで、マラソン初出場で２位に
入り、一役脚光を浴びました。
　日本代表が発表された直後、町長
と教育長が尾﨑さんの実家を訪れ、
ご両親にお祝いのことばを伝えまし
た。町では今後、尾﨑好美さんを町
ぐるみで応援していくため、８月５日
に中央公民館で応援会を開催するな
ど、さまざまな企画をしていきます。

おめでとう！　尾﨑好美さん
ロンドン五輪女子マラソン代表決定

訓示を受けてパレード出発

町内各地を回るパレード一行

記者会見で喜びの表情を見せる
山下監督と尾﨑好美選手（右）

「卒園おめでとう」今月の表紙
今月号の表紙は、町内の幼稚園・保育園を卒園した全園児

を撮影しました。
卒園式会場は、楽しかった思い出や将来の夢を立派に話す
園児の姿に、感動で包まれていました。


